
一般財団法人東京都立新宿高等学校朝陽会

平成 28年度 第 3回理事会 議事録

[1]日  時 i 平成 29年 3月 22日 (水)午 後 6時 30分～午後 7時 10分

[2]場 所 : 東京都新宿区内藤町 11番 4   東京都立新宿高等学校 保護者控室

[3]出席者 : 理事総数 9名 (定 足数 5名 )

(1)出席者  理事   9名  田中俊郎、加藤 隆、橋本健一、常木賢治、安藤直樹

久世敏正、秋山小南、高木美紀、寺村仁美、

監事   1名  松木 丈浩

(2)同席者  事務局  1名  古村 悟

[1: 議 案

(1)平成 29年度事業計画 (平成 29年 4月 1日 から平成 30年 3月 31日 まで)

(2)平成 29年度予算 (平成 29年 4月 1日 から平成 30年 3月 31日 まで)

[5]審議経過及び審議結果

(1)代表理事田中俊郎が議長 とな り、理事会の開会を宣言する。

(2)議案 (1)を別紙により提案。事務局吉村からの説明後、満場一致で承認。

(3)議案 (2)を 別紙により提案c事務局吉村からの説明後、満場一致で承認。

午後 7時 10分、議長が閉会を宣言

以 上
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第 1号議案 平成 29年度事業計画

館山寮の改修

。昨年度は、厨房を全面改修 し、清潔で効率的な環境を整備 した。また皿洗い機や製氷機、電

解水生成装置などを新たに設置 し、衛生面にも配慮 した厨房が実現できた。

。また、食堂については大型エアコンを設置 し照明灯をLED化 して室内温度を下げるなど、大

人数が利用 しても過ごしやすい生活空間を実現した。

。本年度は、長年の懸案だった門扉の改修、老朽化して倒壊の恐れのある船倉の改築、また近

隣住民からも苦情が来ている入口左側の枯れた竹藪の伐採を計画した。

。また、更なる住環境の改善を図るために、宿泊棟天丼断熱工事の可否を判断いたしたい。

。改修工事は館山寮改修に実績のある石井工務店、大渕工務店に発注することとし、 6月 には

完了して今年の臨海教室の開催に間に合わせる。

,上記案件改修のための費用概算は 900万 円。

一 門扉改修工事

― 船倉改築工事

― 入口左側竹藪整備工事

― 予備費

・資金|ま 下記の通 り手当てしたい3

- 朝陽同窓会からの寄付  (100周 年記念募金 )

。その他費用

一 管理人室一部改装工事

― 厨房施設定期保守費用(毎年継続費用)

370万 円

250万 円

180万 円

100万 円

900万 円

20万 円

35万 円

2 その他の活動

。またバラ会の活動を支援するため、前年 と同じく 5万円の支出を行 う。

。地元とも話をし、水上寮の跡地の有効利用方法を検討する。

29年度以降の館山寮改修の計画

・宿泊棟天丼屋根張 り替え、畳み替えなど老朽化対策

。女子寮洗面 トイ レの増設、空調設備設置など生活空間の改善

3.
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第 2号議案 平成 29年度予算

1 当期経常収支増減額

・朝陽同窓会から寄付を 900万円受けるものの、門扉の改修、船倉の改築などの固定資産の取

得による減価償却費の増加、竹藪伐採抜根などの費用の増加を見込んでお り、前年度実績見

込に対比 して 250万 円の収支悪化 となる。

一は収益の減少  円

項 目 前年度実績見込 当年度予算 差異

当期経常増減額 2,529,000 9,000 -2,520,000

(除 く減価償却費 ) 7,640,000 6,719,000 -921,000

経常収益

・賛助会員受取会費は前年実績並み とした。 (納付率は約 81%)
。寮使用料収入は前年実績並みとした。

・館山寮改修計画による本年度改修に関し、朝陽同窓会 100周年記念事業募金から900万 円の

寄付を受ける](前年度は 750万 円)

―は収益の減少  円

経常費用

・減価償去「費は前年度厨房設備改修影響と、当年度新規固定資産取得により100万円増加する。

・修繕費は竹藪伐採、抜根するために 180万 円増加する。

・委託費 (給食費用、管理人費用、施設保守管理費用など)は新設厨房設備の保守点検費用が

増加するので増加する。

・助成金は、2名 分の小型船舶操縦免許取得補助のため増加する。

・予備費として 60万 円計上する。 (前年度予備費 60万 円は未使用)

主な費用                            一は費用の増加  円

項 目 当年度予算 前年度実績見込 差異

賛助会員受取会費 3,930,000 3,930,000 0

寮使用料 9,238,000 9,238,000 0

100周年募金から 9,000,000 7,500,000 1,500,000

項 目 当年度予算 前年度実績見込 差 異

減価償却費 6,710,000 5,691,000 -1,019,000

修繕費 2,050,000 167,000 -1,883,000

委託費 9,488,000 9,242,000 -246,000

助成金 358,000 257,000 -101,000

予備費 600,000 ・-600,000
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